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災害レベルの猛暑
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（出典：https://www.youtube.com/watch?v=vKk0FlCXSL4）

（集計期間：各年6月～9月； 総務省消防庁の公表データから作成）

全国の熱中症搬送者数
（人）

（年）

2018年7月23日の気象庁の緊急記者会見
「命の危険がある暑さ」「一つの災害と認識」
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「暑さ」を軽減するには

（出典： 東京都環境局「夏の暑さ対策の手引」）

暑熱環境改善 ≒「熱ストレス」軽減
熱を

熱を 熱を

4（出典：東京消防庁 平成24年度作成ポスター）



（出典： 環境省「ヒートアイランド対策マニュアル」； 一部加筆）

（熱放射）

（熱放射）

（真夏炎天下：多い所で
800～900W/m2程度）

（真夏炎天下：800～
900W/m2程度）

熱帯夜日数

集計期間：2013年７～9月.

大気汚染常時監視測定局一般局データを使用して作成.

「暑さ」の要因
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都区部における夏季晴天日の熱エネルギーの出入り

夏季晴天日の熱のやりとり

（出典：環境省 平成１３年度ヒートアイランド対策手法調査検討業務報告書 ）

➢ 地表からの赤外放
射による熱エネル
ギーが最も大きい。
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都区部の暑熱環境の実態把握
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➢ 相対的に住宅密集地域で赤外放射量が多い。

➢ 都心のオフィス街・商業地で相対的に赤外放射量少ない。

夏季晴天日真昼における上向き熱赤外放射量（相対値）の断面図



（出典：東京都「Stock Effects in Tokyo」）
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ワテラス（神田淡路町／御茶ノ水） 四谷駅前再開発

（出典：東京都都市整備局HP）

都区部の暑熱環境の実態把握
都市緑化



ワテラス 公開空地 現場写真（2014年）
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赤外放射量 (2013年8月19日12時台)

航空写真 (2013年8月19日12時台)

都区部の暑熱環境の実態把握



➢ 家が密集している。

➢ 黒っぽい屋根の家が多い。

➢ スレート屋根の家が多い。

住宅密集地を空から見ると・・・

(出典：http://www.takizawabankin.com/yanezainosyuruitokutyou.html)

※ 日射により家屋の表面温度上昇.
※ 家屋から放射される赤外放射量

は表面温度の４乗に比例.
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➢ 熱流体モデルによる簡易シミュ
レーション

・木造家屋、スレート屋根（擬似）

・窓のない非空調室を仮定

➢ 初期・境界条件

・初期時刻：2018年8月1日AM8:00

・気温：30℃

・相対湿度：70％

・快晴（曇天率0％）、微風（西風）

➢ その他

・日射・輻射解析

・体感温度（SET*）解析

？日射で家屋が熱せられると屋内の体感温度はどうなる？
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家屋の暑熱環境



体感温度（SET*） 午前8時

家屋の暑熱環境

SET* ＞ 35℃：暑さで非常に不快
SET* ＞ 30℃：暑さで不快

動画
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体感温度（SET*） 午前9時

家屋の暑熱環境

SET* ＞ 35℃：暑さで非常に不快
SET* ＞ 30℃：暑さで不快



体感温度（SET*） 午前10時

家屋の暑熱環境

SET* ＞ 35℃：暑さで非常に不快
SET* ＞ 30℃：暑さで不快



体感温度（SET*） 午前11時

家屋の暑熱環境

SET* ＞ 35℃：暑さで非常に不快
SET* ＞ 30℃：暑さで不快



体感温度（SET*） 12時

家屋の暑熱環境

SET* ＞ 35℃：暑さで非常に不快
SET* ＞ 30℃：暑さで不快



体感温度（SET*） 13時

家屋の暑熱環境

SET* ＞ 35℃：暑さで非常に不快
SET* ＞ 30℃：暑さで不快



体感温度（SET*） 14時

家屋の暑熱環境

SET* ＞ 35℃：暑さで非常に不快
SET* ＞ 30℃：暑さで不快



体感温度（SET*） 15時

家屋の暑熱環境

SET* ＞ 35℃：暑さで非常に不快
SET* ＞ 30℃：暑さで不快



体感温度（SET*） 16時

家屋の暑熱環境

SET* ＞ 35℃：暑さで非常に不快
SET* ＞ 30℃：暑さで不快



体感温度（SET*） 17時

家屋の暑熱環境

SET* ＞ 35℃：暑さで非常に不快
SET* ＞ 30℃：暑さで不快



体感温度（SET*） 18時

家屋の暑熱環境

SET* ＞ 35℃：暑さで非常に不快
SET* ＞ 30℃：暑さで不快



2018年7月23日14時23分 サーモカメラ撮影結果（表面温度）

2018年7月25日12時44分 サーモカメラ撮影結果（表面温度） 14

家屋の暑熱環境



➢ 住居において、正午から日没にかけての時間帯に、

高齢者が、熱中症で救急搬送されるケースが多い。

◼ 「住居」における時間・年齢別
熱中症搬送者数（都区部）
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（集計期間：2010～2015年）

（東京消防庁提供データから作成）
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住居における熱中症救急搬送者数



➢ 都区部外周部で熱中症発症が多い傾向。

（集計期間：2010～2015年）

（東京消防庁提供データから作成）

真夏日における住居での熱中症搬送者数の区市町村別分布

（合計人数）
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住居における熱中症救急搬送者数



住宅密集地域 高齢者人口（2010年）

（出典：東京都都市整備局「木密地域不燃化10年プロジェクト」実施方針）

➢ 都区部外周部の住宅密集地域と高齢者人口の多い地域
との対応が良い。

➢ 住宅密集地域における暑熱環境を詳しく調査し、暑熱
環境改善の対策検討のための基礎データ収集・解析。

住宅密集地域と高齢者人口

（出典：東京都総務局HP）
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文京区小日向地区

2016年7月下旬～9月中旬

墨田区京島地区

2017年7月下旬～9月中旬

大田区蒲田地区

2018年7月下旬～9月中旬

小型気象センサ
※ 計37軒の戸建住宅の
屋内外の気象を5分間隔
24時間連続で長期計測.

住宅密集地域の暑熱環境の実態把握

（出典：http://touchlab.jp/tag/netatmo/） 18



都区部住宅密集地域の戸建住宅30軒の屋内外における
真夏日平均気温の日変化（主に非空調室・2階部屋）

➢ 屋外の気温のピークは14時頃、屋内の気温のピークは16時頃。

➢ 10時から15時頃までは屋外気温のほうが屋内気温よりも高い。

➢ 16時以降は翌朝まで屋内気温のほうが屋外気温よりも高い。

屋外気温

屋内気温

時

℃
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住宅密集地域の暑熱環境の実態把握



都区部住宅密集地域の戸建住宅30軒の屋内外における
真夏日平均水蒸気量の日変化（主に非空調室・2階部屋）g/m3

時

➢ 屋外の水蒸気量のピークは12時頃、屋内のピークは16時頃。

➢ 屋内水蒸気量は夜間は比較的少ないが日中は増加し、14～19
時頃は屋外水蒸気量に接近。⇒ 熱中症搬送者数が多い時間帯。

屋外水蒸気量

屋内水蒸気量
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住宅密集地域の暑熱環境の実態把握



➢ 小日向地区の地上2m風速のシミュレーション結果（2016年8月5日正午）。

➢ 住宅が密集している所では非常に風が弱い。

境界条件：南の風3m/s（地上10m高さ）

⇒ 実地計測結果と整合的。

※建物形状については3D都市モデルデータ（©2016 ZENRIN CO., LTD.）使用．
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風向

住宅密集地域の暑熱環境の実態把握



暑熱環境改善に資すること

➢ 道路の拡幅整備

・延焼遮断帯としての道路整備。
⇒ 住宅密集地域の風通し向上。

結果的に暑熱環境が改善。

➢ 家屋の断熱性・気密性向上等

・家屋表面高温化の影響緩和。
・日中の屋内の水蒸気増加抑制。
・屋根の高反射塗装（遮熱塗装）。
・高断熱窓等。

➢ 空調機器の有効利用

・除湿機能の適切な使用。
・買い替えによる冷房効率向上。
・空調用室外機の排熱対策。

（出典：東京都都市整備局「木密地域不燃化10年プロジェクト」実施方針；一部改変）

住宅密集地域の現状

住宅密集地域の整備後

不燃化特区等指定時

住宅密集地

都市計画道路計画線
（未整備）

不燃化特区 特定整備路線

コア事業
実施区域
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Tokyo Skytree

住宅密集地の暑熱環境シミュレーションの計算対象領域と建物の3次元CAD
データ, 及び空調用室外機のモデル化と排熱潜熱化実験．

・空調用室外機と
排熱のモデル化.

・室外機へのミスト噴霧
を想定した潜熱化実験.

墨田区京島地区

東京スカイツリー

※各戸建の壁面に設置

※3D都市モデルデータ（©2017 ZENRIN CO., LTD.）使用．

（出典：http://www.kokua-group.com/aircon_precooling/）
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空調用室外機の排熱対策



2017年8月28日13時を対象とした「室外機排熱対策無しケース」と「排熱潜熱
化ケース」の地上約4m気温, 体感温度（SET*）, 風のシミュレーション結果．

対策無し

気温
対策有り

気温

対策無し

体感温度
対策有り

体感温度

風向

N N

N N
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空調用室外機の排熱対策



さらなる都市高温化に備える必要性
地球温暖化が最も進行する場合の今世紀末の気温予測（気象庁）

➢ さらなる高温化に備え都内の暑熱対策を強化することが重要。

➢ 高齢者が多い都区部外周部の住宅密集地域の暑熱対策が重要
と考えられる。

（出典：東京管区気象台「東京都の21世紀末の気候」）

（※現在気候の真夏日日数は50日前後）

猛暑日

真夏日

夏日

熱帯夜

冬日
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ま と め

➢ 2018年夏季は全国で災害レベルの猛暑となり、熱中症搬送
者数は昨年までの搬送者数からほぼ倍増し、夏季の暑熱環境
悪化が新たな段階（危険レベル）に入った可能性がある。

➢ 都市緑化等の推進により都区部中心部のオフィス街・商業地
の暑熱環境改善が認められる一方、都区部外周部の住宅密集
地域における暑熱環境改善が課題。

➢ 実地調査やシミュレーションの結果から、同地域の暑熱対策
として、屋内の気温上昇と水蒸気増加を抑制するための家屋
の断熱性・気密性向上や、空調機器の有効利用、道路拡幅整
備等による風通し確保が有効であると考えられる。

➢ 今後は、グリーンインフラの観点から、大規模再開発に伴う
都市緑化の推進が、住宅地を含む都内の暑熱環境の改善に及
ぼす効果について調査研究を行う予定。
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